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１．業務の目的と概要 

１－１ 業務目的 

北広島市では、市街地が 5 地区に形成されており、それぞれの地区において適度な居住機能

を集積し維持することで利便性を備えた市街地を確保してきたが、買い物環境に関しては地区

によって異なる状況にある。買い物を含む移動の際の交通手段は自家用車の利用率が高いこと

から、多くは買い物において不便と感じることは少ないものと推察されるが、人口減少や高齢

化が進む将来において、買い物施設の増加を期待することは難しい一方で、自家用車で自由に

買い物ができない世代の増加が予想され、市民の買い物環境を維持することが求められる。 

本調査は、北広島市において買い物に不便を感じている市民の属性や地域の実態、市民ニー

ズを把握するとともに、その地域の特性に合った買い物支援の取組方策を検討するものである。 
 

１－２ 業務期間 

平成 30年 8月 17日～平成 31年 3月 8日 

 

１－３ 業務実施（受託）機関 

日本データーサービス株式会社 

 

１－４ 業務内容 

（１）調査準備 

①地域の現状整理 

買物不便地域の特性を捉えた基礎資料として、地区別人口及び高齢化率、公共交通、商

業施設を整理する。 

②買物不便地域の設定 

①の基礎情報を踏まえて、一定要件を満たす区域を買物不便地域として設定する。 

 

（２）日常の買い物に関するアンケート調査 

  ①アンケート調査の設計 

 アンケート調査票は、日常における食料品等の買い物の状況、現在または将来に希望す

る買い物サービスや支援を把握できる項目で設計する。 

  ②アンケート調査の実施 

（１）②で設定した買物不便地域に居住する 65歳以上 90歳未満を対象として、2,000件

を無作為抽出し、アンケート調査を実施する。 

③アンケート調査の結果の集計・分析 

回収票をデータ化し、単純集計及びクロス集計による分析を行う。 

 

（３）買物不便者支援の取組方策の検討 

（１）、（２）から得られた結果をもとに、地域やその他の属性を把握し、当該属性に

合った買物不便者支援の手法、取組方策を検討するとともに、実施に向けて必要となる事

項を検討する。 
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２ 国や北海道における動向 

 

２－１ 買物弱者の推計 

農林水産省は、「高齢者等を中心に食料品の購入や飲食に不便や苦労を感じる方」を買物

弱者と位置付けている。 

同省では、国勢調査及び商業統計を用い、店舗（食肉、鮮魚、野菜・果実小売業、百貨店、

総合スーパー、食料品スーパー、コンビニエンスストア）まで 500m以上、かつ 65歳以上で

自動車を利用できない人を「食料品アクセス困難人口」として推計している。 

平成 27 年（2015 年）における全国の食料品アクセス困難人口は約 825 万人で、そのうち

北海道は 45.2万人と推計しており、国、北海道における 65歳以上人口のそれぞれ約 3割と

なっている。 

 平成 17年（2005年） 平成 22年（2010年） 平成 27年（2015年） 

全国 6,784,000人（26.4％） 7,327,000人（25.1％） 8,246,000人（33.2％） 

北海道 375,000人（31.1％） 403,000人（29.7％） 452,000人（29.0％） 

（ ）内は 65歳以上人口に占める割合（65歳以上人口 各年国勢調査） 

 資料：食料品アクセス困難人口の推計（農林水産省農林政策研究所 平成 30年 6月） 

 

２－２ 買物弱者に対する取組 

総務省が、買物弱者に対する取組を平成 23年度～平成 27年度に実施している事業者を調

査した結果、交通（コミュニティバス等・買い物バス等）、移動販売、常設・臨時の店舗開設

の取組が多い。 

取組の収支状況は赤字が多く、黒字または均衡の取組においても地方公共団体の補助金等

により赤字を補填している取組もみられる。 

事業者から求められる意見として、取組を継続するための人件費や運営費（車両の燃料費

等）、車両更新費用などの補助、新規事業者だけではなく既存事業者への補助、行政や自治

会・商工会・他の事業者の関係者間のコーディネート、実施してる取組の地域住民に対する

周知活動への協力、移動販売場所等の確保への協力、顧客となる買物弱者の所在等について

行政が持つ情報の提供等があげられている。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

         資料：買物弱者対策に関する実態調査報告書 

（総務省 平成 29年 6月） 

 

（単位：取組）

②

うち、委託料・補助
金があるため「黒字

又は均衡」となって

いる取組
（③）

193 106 87 30 136 57 40 233

（100％） (54.9%) （45.1%） （70.5%） （29.5%)

（注）　１　当省の調査結果による。

　　　　 2　（　）内は、収支状況について回答があった193取組に占める割合を示す。

合計計

「黒字又は均衡」と回答

「赤字」

と回答
（①）

実質

赤字
（①+③）

実質

黒字
（②－③

収支状況について回答があった取組

回答なし
・不明

（単位：取組）

調査時点で

継続している取組

平成27年度までに

終了した取組

19 17 2

38 30 8

28 24 4

47 44 3

46 40 6

うち常設店舗 27 24 3

うち臨時店舗 19 16 3

52 46 3

うちコミュニティバス等 22 20 6

うち買物バス等 30 26 2

34 32 4

配達 18 16 2

買物付添い 12 12 2

買物ツアー 4 4 0

264 233 31

（注）　1　当省の調査結果による。 　　　　 　　　　

　　　　2　1事業者が複数の買物弱者対策に資する取組を実施している場合がある。

計

交通

その他

計

配食

買物代行

宅配

移動販売

店舗開設

分類
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３ 北広島市における現状と買物不便地域の設定  
３－１ 北広島市の現状 

（１）人口（北広島市住民基本台帳 平成 30年 7月時点） 

北広島市の人口は 58,706人で、そのうち 65歳以上の高齢者人口は 18,222人（高齢化率

31.0％）である。 

地区別では、大曲が 17,083人で最も多く、次いで東部、北広島団地、西の里、西部であ

る。また、高齢化率をみると、北広島団地が 45.0%で突出して高く、同地区以外は 30％を下

回っている。 

 

（２）商業施設の立地状況（北広島市調べ 平成 30年 9月時点） 

北広島市の商業施設は、スーパー・ショッピングセンター（以下、「スーパー等」とする。）

は 12件、コンビニエンスストア（以下、「コンビニ」とする。）は 25件の 37件が立地し

ている。そのほか、大曲、西の里は近隣に札幌市内のコンビニ 2件が立地している。 

地区別にみると、大曲がスーパー等、コンビニを合わせて 16件（札幌市内の店舗 1件を

含む）で最も多い。一方で、西部はコンビニが 2件のみで、スーパー等は立地していない。 

なお、近年の動向として、東部は「ポイントショップふくだ」、大曲は「JOY大曲店」「ト

ップマート大曲店」「ローソン大曲工業団地店」、北広島団地は「ショッピングきたひろ山

手店」の 5件が閉店している。 

 

３－２ 買物不便地域の設定 

北広島市における買物不便地域の設定にあたっては、農林水産政策研究所の「食料品アク

セス困難人口」を参考に、３－１（２）で示したスーパー等、コンビニから半径 500m圏外

の地域（市街化調整区域を除く）を買い物が不便な地域とみなし、これらの地域が多く含ま

れる町丁目を買物不便地域として設定し、同地域に居住する 65歳以上の高齢者を買物不便

者とした。 

買物不便者数は 5,716人で、北広島市の総人口の約 3割となり、２－１で示した全国およ

び北海道における 65歳以上人口に占める買物弱者の割合と同程度である。 

地区別にみると、北広島団地が 2,901人で最も多く、次いで東部、大曲、西部、西の里で

ある。 

地区 人口 
65歳以上人口 

（高齢化率） 

買物不便者数 

（65歳以上人口に占める割合） 

全市 58,706人 18,222人（31.0％） 5,716人（31.4％） 

東部 15,705人 4,551人（29.0％） 1,823人（40.1％） 

大曲 17,083人 4,213人（24.7％） 522人（12.4％） 

西の里 6,755人 1,851人（27.4％） 187人（10.1％） 

北広島団地 15,228人 6,846人（45.0％） 2,901人（42.4％） 

西部 3,935人 761人（19.3％） 283人（37.2％） 
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図 1 北広島市の公共交通、商業施設の立地状況 

 

番号 店舗名

1 フードＤ虹ヶ丘食彩館

2 セイコーマート北広島西の里店

3 ハマナスクラブ西の里店

4 ローソン西の里店

5 セイコーマート上野幌駅前店（札幌）

西の里地区

番号 店舗名

6 （株）産直　大曲店

7 ジャパンミート大曲店

8 （株）北舞水産　大曲店

9 スーパーアークス大曲店

10 くるるの杜

11 セイコーマート大曲工業団地店

12 セイコーマート大曲緑ヶ丘店

13 セイコーマート柏葉台店

14 セブンイレブン北広島大曲中央店

15 セブンイレブン北広島三井アウトレットパーク

16 ハマナスクラブ大曲のぞみ店

17 ファミリーマート大曲工業団地店

18 ローソン大曲幸町店

19 ローソン大曲中央店

20 ローソン大曲柏葉五丁目店

21 ローソン札幌美しが丘店（札幌）

22 トップマート大曲店（閉店）

23 ＪＯＹ大曲店（閉店）

24 ローソン大曲工業団地店（閉店）

大曲地区

番号 店舗名

25 コープさっぽろ北広島店

26 マックスバリュ北広島店

27 ショッピングつむら

28 キヨスク北広島店

29 セイコーマート北広島北の里店

30 セブンイレブン北広島駅前店

31 セブンイレブン北広島朝日店

32 セブンイレブン北広島美沢店

33 ローソン北の里店

34 ポイントショップふくだ（閉店）

東部地区

番号 店舗名

43 セイコーマートはら店

44 ローソン輪厚中央店

西部地区

番号 店舗名

35 コープさっぽろエルフィン店

36 ショッピングきたひろ駅前店

37 東光ストア北広島店

38 セイコーマート北広島高台店

39 セイコーマート北広島店

40 セイコーマート北広島白樺店

41 セイコーマート和美店

42 ショッピングきたひろ山手店（閉店）

北広島団地地区
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４ 日常の買い物に関するアンケート調査 

 

 

４－１ 調査概要 

（１）調査対象 

３－２で設定した買物不便地域に居住する 65歳以上 90歳未満の高齢者 2,000人（無作為

抽出） 

 

（２）調査項目 

属性、日常における食料品等の買い物状況、現在または将来に希望する買い物サービスや

支援 

 

（３）調査方法 

調査票を郵送により配付、回収 

 

（４）調査期間 

平成 30年 10月 19日～11月 2日 ※11月 22日までの到着分を有効 

 

（５）回収状況 

2,000票配付、1,397票を回収（回収率：69.9％） 

 

 

４－２ 調査結果 

 

・日常の 

 

 

 

 

 

 

 配付数 回収数 回収率 

東部地区 656票 434票 66.2% 

大曲地区 174票 109票 62.6% 

西の里 90票 53票 58.9% 

北広島団地 960票 707票 73.6% 

西部 120票 82票 68.3% 

地区不明  12票  

合計 2,000票 1,397票 69.9% 

・日常の買い物は、本人または配偶者が運転する自動車で移動し、スーパー等で

の購入が特に多い。 

・現状では、買い物に不便を感じていない方の割合が高いが、車の運転ができな

くなったときなど将来を心配する声もみられる。 

・買い物に不便を感じている方は、近くにお店がないこと、重たい荷物の持ち帰

り、希望している商品を購入できないことが理由として多い。 

・現在または将来に希望する買い物支援やサービスとして、近所で買い物できる

場、店舗宅配サービス、バスやタクシーの運賃割引に関するニーズが多い。 
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【回答者の属性】 

・世帯構成は、「単身」「夫婦のみ」の割合が高い。 

・自動車を月 2回以上運転している方が約 6割で、80歳までは運転する頻度が多い。 

 

【買物不便地域に居住する高齢者の買い物の状況】 

・購入者は、「本人」「配偶者」が多い。家族構成別にみると、2世代（自分と子ども）また

は 3世代の方も、全体と概ね同様となっている。 

・購入頻度は、「週に 1、2回程度」「週に 3、4回程度」が多い。店舗への移動手段がバス

やタクシーの方は、自動車の方と比べて頻度が低い。 

・購入先は、「スーパ―、ショッピングセンター」が最も多くなっている。 

・移動手段は、自動車が多いほか、徒歩、自転車、バス、タクシーもみられる。 

・店舗の宅配サービスの利用経験がない人が約半数で、現状において必要性がないという方

が多い一方で、「よくわからない」「手続きが面倒と感じた」という回答もみられる。 

     

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

92.4%

37.4%

33.3%

25.3%

5.7%

5.3%

4.8%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

スーパー、ショッピングセンター

生協などの共同購入・宅配

コンビニエンスストア

ドラッグストア

通信販売

個人商店

百貨店

その他

【主な購入先・サービス】
n=1,397

【主な購入先・サービス】
n=1,397

4.6%

9.6% 10.9%

2.9%

6.2% 48.3% 6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

サービスを知らなかったから

サービスがあることは知っていたが、よくわからなかったから

手続きが面倒だと感じたから

料金が高かったから

電話・FAX・インターネットで、店員の顔を見ずに申し込むことが不安だったから

今のところ利用する必要がないから

その他

【宅配サービス等を利用したことがない理由】

n=695

月２回以上

運転, 58.6%

n=1,397

【自動車の運転頻度】

単身又

は夫婦

のみ, 

63.4%

n=1,397

【世帯構成】

49.7%

32.5%

6.2%

5.8%

0% 20% 40% 60%

店舗等が提供する宅配サービスを

利用したことがない

店舗の宅配サービスを

利用したことがある

電話・ＦＡＸ宅配サービスを

利用したことがある

インターネット宅配サービスを

利用したことがある

【宅配サービスの利用】
n=1,397

自動車, 

68.2%

徒歩, 9.4%

バス, 

6.6%

自転車, 

4.7%

タクシー, 

2.1%

移動しない, 0.4%
その他, 

0.9% n=1,397

【主な移動手段】【主な移動手段】

65～69歳 76.1%

70～74歳 68.6%

75～79歳 61.0%

80歳以上 28.9%
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【日常の買い物について感じていること】 

・現在、「買い物に不便を感じている」という方は、全体でみると 29.1%であるが、高齢にな

るにつれて割合が高くなる。また、自動車を運転しない方、バスやタクシーを主な移動手

段とする方は割合が比較的高い。 

・食料品等の買い物で不便だと感じていることは、「徒歩や自転車で行ける範囲にお店がな

いこと」「店舗で購入した荷物を持ち帰ること」が多く、特に、買い物の際にバスを利用

する方にその傾向がみられる。 

・現在利用している店舗で品ぞろえが十分ではないと感じる食料品等は、「衣料品」「鮮魚」

「野菜・果物類」が多い。 

・そのほか、自由回答として、現在は不便を感じていないものの、車の運転ができなくなっ

たり、病気にかかった場合など、将来を心配する声や、近所にあった店舗が撤退して困っ

ている旨の回答などがみられる。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

29.1%

23.7%

26.2%

28.7%

38.4%

17.1%

23.3%

22.2%

29.0%

35.7%

41.6%

29.5%

23.1%

19.3%

31.8%

58.7%

65.5%

50.0%

46.2%

62.2%

70.2%

65.7%

62.2%

50.9%

77.7%

69.2%

64.8%

61.3%

50.0%

47.1%

62.1%

67.7%

73.7%

60.2%

32.6%

13.8%

33.3%

23.1%

8.7%

6.1%

8.2%

9.1%

10.8%

5.2%

7.6%

13.0%

9.7%

14.3%

11.3%

8.3%

9.2%

7.0%

8.0%

8.7%

20.7%

16.7%

30.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（n=1,397）

65～69歳（n=363）

70～74歳（n=367）

75～79歳（n=307）

80歳以上（n=352）

ほぼ毎日（n=403）

週２～４回程度（n=331）

週１回程度（n=54）

月２、３回程度（n=31）

年数回程度（n=14）

運転しない、免許無し（n=529）

徒歩（n=132）

自転車（n=65）

あなたが運転する自動車（n=616）

家族や知人が運転する自動車（n=337）

バス（n=92）

タクシー（n=29）

移動しない（n=6）

その他（n=13）

不便を感じている 不便を感じていない 無回答

年齢別

移動手段別

自動車

の運転

頻度別

希望している商品が購入し
にくいこと

（品ぞろえ、品質、価格、量
など）

徒歩や自転車で行ける範

囲に店舗がないこと

店舗から、駅・バス停までの

距離が遠いこと

店舗で購入した重たい荷物

を持ち帰ること

徒歩 132 10.6% 8.3% 3.0% 17.4%

自転車 65 6.2% 10.8% 6.2% 15.4%

あなたが
運転する自動車

616 6.0% 15.6% 3.9% 6.5%

家族や知人が
運転する自動車

337 9.5% 21.7% 5.0% 10.1%

バス 92 10.9% 41.3% 14.1% 35.9%

タクシー 29 6.9% 34.5% 10.3% 20.7%

移動しない 6 0.0% 0.0% 0.0% 33.3%

その他 13 23.1% 7.7% 15.4% 30.8%

回答者数

買物で不便と感じていること

主
な
移
動
手
段
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【現在または将来に希望する買い物サービスや支援】 

・「近所で買い物できる場（移動販売や臨時出店など）」「店舗宅配サービス」「バスやタク

シーの運賃割引」「買い物サービスの情報提供」のニーズが高い。 

・主な移動手段別にみると、バスおよびタクシーは、「近所で買い物できる場（移動販売や

臨時出店など）」が他の移動手段と比べて高いほか、バスは「バスやタクシーを利用した

際の割引（運賃、買い物）」が、タクシーは「乗り合いタクシー」のニーズが高い。 

・自動車（本人または家族・知人が運転）の方も、各種支援やサービスのニーズがみられる。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動販売・
臨時出店

店舗宅配
サービス

バスやタクシー
の運賃割引

お店の
情報提供

乗り合い
タクシー

電話等注文
宅配サービス

徒歩 132 22.7% 32.6% 25.0% 9.1% 13.6% 10.6%

自転車 65 23.1% 18.5% 29.2% 21.5% 13.8% 10.8%

あなたが
運転する自動車

616 25.3% 25.2% 20.8% 18.7% 14.4% 14.6%

家族や知人が
運転する自動車

337 25.8% 25.8% 22.0% 15.7% 17.5% 12.2%

バス 92 39.1% 29.3% 55.4% 10.9% 8.7% 14.1%

タクシー 29 31.0% 20.7% 27.6% 17.2% 41.4% 13.8%

移動しない 6 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0%

その他 13 38.5% 23.1% 23.1% 7.7% 7.7% 7.7%

主
な
移
動
手
段

現在または将来希望するサービスや支援

回答者数

26.8%

25.2%

24.4%

16.0%

15.5%

15.1%

15.0%

13.1%

9.4%

4.4%

2.1%

1.8%

6.5%

7.7%

0% 10% 20% 30% 40%

購入できる商品が限られるとしても、移動販売や臨時出店

など、近所で買い物できる場が欲しい

店舗で買ったものを自宅まで届けて欲しい

（店舗宅配サービス）

バスやタクシーを利用する場合の運賃を割引して欲しい

市内のどこの店舗で、どんな買い物サービス（宅配サービスな

ど）を実施しているか知りたい（お買い物サービス一覧表など）

店舗まで送迎してもらえる自宅近くで乗降できるような

乗り合いタクシーが欲しい

店舗（スーパー、コンビニなど）の品揃えを増やして欲しい

バスやタクシーを利用した場合に店舗で

割引を受けられるようにして欲しい

電話やFAXなどで注文し、自宅まで届けて欲しい

（電話等注文宅配サービス）

店舗近くを通るバス路線と店舗近くにバス停が欲しい

インターネットで注文し、自宅まで届けて欲しい（通信販売）

インターネット上での注文に関する説明会（パソコンや

スマートフォンの操作説明会など）を実施して欲しい

市内にある店舗（スーパー、コンビニなど）

の場所を知りたい（お買い物マップなど）

わからない

その他

n=1,397n=1,397
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 取組方策（全市・地区別）の検討  
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５ 買物不便者支援の取組方策の検討 

 

現状、買物不便地域においては、不便を感じていない方の割合が高いことが把握できた。そ

の大きな理由の一つとして、自動車を運転する割合が高く、80歳までは運転している頻度が

多い方の割合が高いことが考えられる。その一方で、不便に感じていることや、現在または将

来的な支援やサービスに対するニーズが多くみられたほか、現在は自動車を運転していても、

将来的には運転ができなくなり、不便に感じる方が増えることが予想される。そのため、現在

のみならず将来を見据えてサービスや支援を検討することが必要である。 

これらの点を踏まえて考えられる今後の北広島市における買物不便者支援の取組方策の方向

性は以下のとおりである。 

 

①買い物サービス（宅配等）の情報提供 

・対象者については、不便を感じている方のほか、現在は自動車を運転しており不便を感じて

いない方なども含め広く検討する。 

・情報提供については、店舗のサービス内容や利用条件に変更が生じた際の速やかな更新や全

ての情報を収集し提供することなど、対応が困難な点もあるため、実施方法や内容について

検討が必要である。 

 

②移動販売、臨時出店 

 

③移動手段の支援 

・市の担当部署のほか、店舗とも適宜連携し、効果的な支援手法の検討を行う。 

・移動手段の支援は、買い物にとどまらず、福祉や交通など様々な分野に関わることであるた

め、短期での支援の実現は困難であることが予想され、中長期での検討が必要となる。 

 

上記の全市における取組の方向性を踏まえて、地区別の買物不便者の傾向から考えられる取

組の方向性を次ページから示す。 

・既存の店舗で行っている買い物支援サービスに関する情報収集を行うとともに、情報提供の

内容および方法（ホームページへの掲載、冊子の配付など）について検討を行う。 

・説明会の開催および買い物マップ作成のニーズは多くないものの、既存の店舗で行っている

サービスに関する情報提供と合わせた効率的な実施について検討を行う。 

・事業者・自治会・関係機関と意見交換等を行い、取組の可能性やそれぞれが担うべき役割な

どについて協議を進める。 

・行政で支援できる取組（販売ルートや出店場所の検討支援、周知支援、補助金（事務費、車

両購入費）など）の検討を行う。 

・移動販売および臨時出店は、いずれも事業者が主体となって取り組むものである。「2－2 

買物弱者に対する取組」（２ページ）の資料によると、買物弱者に関する取組は、収支状況

が厳しい場合が多く、補助金なしで黒字にすることは容易ではないと考えられるころから、

継続可能な事業の実現に向けた検討が必要である。 
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６ 地区別の買物不便者の傾向と取組方策の検討 

 

（１）地区別の傾向（アンケート調査結果） 

・自動車運転頻度（月 2回以上）をみると、西の里、大曲の割合が高い。 

・買い物の移動手段をみると、西部、西の里は自動車を利用する割合が高い。なお、大曲で

はバスを利用している方がみられない。 

・主に利用する店やサービスをみると、大曲、西の里は共同購入・宅配の割合が低く、コン

ビニは西の里、西部の割合が高い。 

  

 

 

 

 

 

 

 

・日常の買い物に不便を感じている方について、不便と感じていることをみると、東部では「荷

物を持ち帰ること」の割合が高くなっており、その他の地区では「近くにお店がないこと」

が高い。また、西部では「駅・バス停まで遠いこと」も高くみられる。 

  

 

 

 

 

 

 

  

・現在または将来希望するサービスや支援をみると、東部、大曲、西の里は「店舗宅配サービ

ス」、北広島団地は「バスやタクシーの運賃割引」、西部は「近所で買い物できる場（移動販

売や臨時出店など）」のニーズが高い。 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

１番目 ２番目 ３番目

全市 1,397 近所で買い物できる場 26.8% 店舗宅配サービス　25.2% バス･タクシー運賃割引 24.4%

東部 434 店舗宅配サービス　26.7% 近所で買い物できる場 26.3% バス･タクシー運賃割引 21.4%

大曲 109 店舗宅配サービス　34.9% 乗り合いタクシー　23.9% 近所で買い物できる場 21.1%

店舗宅配サービス　22.6% お店の情報提供　18.9%

電話等注文宅配　22.6% 近所で買い物できる場 18.9%

北広島団地 707 バス･タクシー運賃割引 27.3% 近所で買い物できる場 27.0% 店舗宅配サービス　23.2%

店舗宅配サービス　20.7%

乗り合いタクシー　20.7%

西部 82 近所で買い物できる場 42.7% バス･タクシー運賃割引 23.2%

回答者数
現在または将来に希望するサービスや支援

西の里 53

１番目 ２番目 ３番目

全市 1,397 29.1% 近くにお店がない 62.7% 荷物の持ち帰り　43.2% 希望の商品が購入しにくい 28.5%

東部 434 22.8% 荷物の持ち帰り　53.5% 近くにお店がない 43.4% 希望の商品が購入しにくい 34.3%

大曲 109 26.6% 近くにお店がない 51.7% 荷物の持ち帰り　44.8% 希望の商品が購入しにくい 34.5%

西の里 53 28.3% 近くにお店がない 66.7% 荷物の持ち帰り　33.3% 希望の商品が購入しにくい 26.7%

北広島団地 707 31.0% 近くにお店がない 67.6% 荷物の持ち帰り　42.5% 希望の商品が購入しにくい 29.7%

西部 82 50.0% 近くにお店がない 90.2% 駅・バス停まで遠い　29.3% 荷物の持ち帰り　24.4%

回答者数
不便を

感じている

買物で不便と感じていること

単身又は
夫婦のみ

自動車運転頻度
月２回以上

徒歩 自転車 自動車 バス スーパー等 共同購入・宅配 コンビニ

全市 1,397 63.4% 58.6% 9.4% 4.7% 68.2% 6.6% 92.4% 37.4% 33.3%

東部 434 60.4% 61.1% 11.1% 6.7% 69.8% 3.0% 91.2% 38.7% 32.3%

大曲 109 58.7% 68.8% 6.4% 5.5% 76.1% 0.0% 96.3% 26.6% 31.2%

西の里 53 62.3% 71.7% 3.8% 1.9% 83.0% 3.8% 98.1% 24.5% 43.4%

北広島団地 707 66.2% 54.2% 10.0% 4.0% 62.8% 10.5% 92.5% 39.5% 31.4%

西部 82 61.0% 64.6% 1.2% 0.0% 90.2% 2.4% 92.7% 32.9% 52.4%

回答者数

属性 買い物の移動手段 主に利用する店やサービス
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（２）東部地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 東部地区  

① 現状 

 

 

 

 

・商業施設は、市役所、JR北広島駅周辺の中心部、道道江別恵庭線沿道に多く、地区内に 9

件（スーパー等 3件、コンビニ 6件）立地している。また、隣接する北広島団地地区に立

地する商業施設の 500m圏内にも一部含まれる。 

・コンビニのみが立地している地区の北側および南西側は買い物不便地域が広域にわたる。 

・近年、中心部に立地していた「ポイントショップふくだ」が閉店している。 

・買物不便者数は約 1,800人で 5地区の中で 2番目に多く、全市における買物不便者数の約

3割、地区における 65歳以上人口の約 4割を占めている。 

地区の中心や隣接地区に商業施設が多く立地しているが、地区の北側は商業施

設が少ない。 

買物不便者数は約 1,800人で、全市の約 3割を占めている。 

番号 買物不便地域

1 朝日町（6丁目）

2、3～6 稲穂町（3、9〜12丁目）

7 北の里

8 共栄

9～11 共栄町（3～5丁目）

12～14 新富町西（2～4丁目）

15 新富町東（2丁目）

16 中の沢

17～18 東共栄（2、3丁目）

19～21 美咲き野（1～3丁目）

※商業施設の店舗名は、 

４ページに掲載 
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②日常の買い物に関するアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

【回答者の属性】            ※太字・下線：他地区と比べて傾向がみられる点 

・世帯構成は、単身又は夫婦のみが 60.4%を占めている。 

・自動車の運転頻度は、月 2回以上が 61.1%を占めている。 

【買物不便地域に居住する高齢者の買い物の状況】 

・主な移動手段は、自動車（69.8％）が最も高く、そのほか、徒歩（11.1%）、自転車

（6.7%）となっている。徒歩及び自転車は、5地区の中で最も高い。 

・主に利用する店舗やサービスは、スーパー等（91.2%）が高いほか、共同購入・宅配

（38.7%）、コンビニ（32.3%）となっている。具体的な利用店舗等は、地区内に立地

するコープさっぽろ、マックスバリュのほか、北広島団地地区に立地する東光ストア

の利用が多くあげられている。 

【日常の買い物について感じていること】 

・不便を感じている方の割合は 22.8%で、5地区の中で最も低い。 

・不便だと感じていることは、店舗で購入した重たい荷物を持ち帰ること（53.5%）が

最も高く、他地区と比べても高い。次いで、徒歩や自転車で行ける範囲にお店がない

こと（43.4%）、希望している商品が購入しにくいこと（34.3%）が高い。 

【現在又は将来に希望するサービスや支援】 

・店舗宅配サービス（26.7%）、近所で買い物できる場（26.3%）、バス・タクシーの運

賃割引（21.4％）が高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③東部地区における買物不便者支援の取組方策 

不便を感じている方の割合が低いものの、65歳以上の人口が多く、将来的に増加すること

が考えられる地区である。また、5地区の中で最も広く、中心部と、買物不便地域が広域にわ

たる北側および南西側にあることも特徴の一つである。 

店舗で購入した荷物を持ち帰ることに不便を感じている方の割合が高く、「店舗宅配サー

ビス」のニーズがみられることから、店舗と連携し、買い物サービスや店舗マップ等を掲載

したガイドブックの作成、サービスに関する講習会の開催などに取り組み、既存サービスの

利用を促進することが考えられる。 

また、「近所で買い物できる場」については、隣接する北広島団地地区と合わせて移動販

売を実施し、効率よく巡回できるルート設定や販売場所の検討を行うことが考えられる。 

  

不便を感じている人の割合は 5地区の中で最も低い。 

不便と感じていることの割合は、「店舗で購入した重たい荷物を持ち帰ること」

が他地区と比べて高く、「店舗宅配サービス」「近所で買い物できる場」「バス・

タクシーの運賃割引」のニーズがみられる。 
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（３）大曲地区  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 大曲地区  

 

番号 買物不便地域

1～3 大曲末広（5～7丁目）

4 大曲緑ヶ丘（2丁目）

5、6 大曲並木（1、3丁目）

① 現状 

 

 

 

 

・商業施設は、道道大曲工業団地美しが丘線（羊ケ丘通）等の道路周辺に立地し、地区内に

15件(スーパー等 5件、コンビニ 10件)あり、5地区の中で最も多い。また、隣接する札

幌市清田区・厚別区にもコンビニが立地しており、買物不便地域は少ない。一方、地区の

半分以上のエリアが、スーパー等から 500m以上離れている。 

・近年、トップマート大曲（大曲南ヶ丘）など 3件の商業施設が閉店しているものの、新規

出店もあり、近隣の他の店舗でカバーできていると考えられる。 

・買物不便者数は約 520人で、全市における買物不便者数の約 1割、地区における 65歳以

上人口の約 1割となっている。 

近年、閉店した店舗が 3件みられるが、地区内および隣接の札幌市に商業施

設が多く立地しており、買物不便地域は少ない。 

買物不便者数は約 520人で、全市の約 1割となっている。 

※商業施設の店舗名は、 

４ページに掲載 
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②日常の買い物に関するアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

【回答者の属性】            ※太字・下線：他地区と比べて傾向がみられる点 

・世帯構成は、単身又は夫婦のみが 58.7%を占めている。 

・自動車の運転頻度は、月 2回以上が 68.8%を占めており、地区内で 2番目に高い。 

【買物不便地域に居住する高齢者の買い物の状況】 

・主な移動手段は、自動車（76.1％）が最も高く、そのほか、徒歩（6.4%）、自転車（5.5%）

等となっている。なお、バスの利用は回答者の中ではみられない。 

・主に利用する店舗やサービスは、スーパー等（96.3%）が最も高く、そのほか、コンビニ

（31.2%）、共同購入・宅配（26.6%）が高い。具体的な利用店舗等は、地区内に立地す

るアークス、産直生鮮市場のほか、札幌市に立地するスーパー等の利用が多くみられる。 

【日常の買い物について感じていること】 

・不便を感じている方は 26.6%である。 

・不便だと感じていることは、徒歩や自転車で行ける範囲にお店がないこと（51.7％）、

購入した重たい荷物を持ち帰ること（44.8%）が高い。次いで高い、希望している商品が

購入しにくいこと（34.5%）については、5地区の中で最も高くなっている。 

【現在又は将来に希望するサービスや支援】 

・現在または将来に希望するサービスや支援は、店舗宅配サービス（34.9%）、乗り合い 

タクシー（23.9%）、近所で買い物できる場（21.1％）が高く、店舗宅配サービスおよび

乗り合いタクシーは、5地区の中でそれぞれも最も高い。 

 

③大曲地区における買物不便者支援の取組方策 

商業施設が多く立地しており、買物不便者数および不便だと感じている方の割合は低いも

のの、スーパー等から離れているエリアが多く、また、自動車の運転頻度が高い方が多いこ

とから、将来的に増加することが考えられる地区である。 

「店舗宅配サービス」のニーズが高いことから、店舗と連携し、買い物サービスや店舗マ

ップ等を掲載したガイドブックの作成、サービスに関する講習会の開催などに取り組み、既

存サービスの利用を促進することが考えられる。 

次いでニーズが高い「乗り合いタクシー」については、関連部署等と連携し、より具体的

なニーズを把握するなど、中長期的な検討が必要である。 

また、「近所で買い物できる場」については、近隣の西部地区と合わせて移動販売や臨時

出店を実施し、効率よく巡回できるルート設定や販売場所の検討を行うことが考えられる。 

取組にあたっては、市内店舗を中心に、地区に隣接する札幌市の店舗についても検討の対

象に含めることが考えられる。  

不便と感じていることの割合は、全市的にも高い「近くにお店がないこと」「重

たい荷物を持ち帰ること」のほか、「希望している商品が購入しにくいこと」が

他地区と比べて高い。また、「店舗宅配サービス」「乗り合いタクシー」のニーズ

が 5地区の中で最も高いほか、「近所で買い物できる場」も高い。 
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（４）西の里地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 西の里地区  

 

 

番号 買物不便地域

1 西の里東（3丁目）

2 虹ヶ丘（2丁目）

3 西の里南（2丁目）

① 現状 

 

 

 

 

・国道 274 号沿道に、4 件（スーパー等 1 件、コンビニ 3 件）の商業施設が立地する。ま

た、札幌市厚別区のコンビニが近隣に立地しており、買物不便地域は少ない、一方で、地

区の半分以上のエリアが、スーパー等から 500m以上離れている。 

・買物不便者数は約 190人で 5地区の中で最も少なく、全市における買者不便者数の 1 割

未満である。また、地区における 65歳以上人口の約 1割となっている。 

 

商業施設の立地は少ないが、買物不便地域は多くみられない。また、買物不

便者数は 5地区の中で最も少なくなっている。 

※商業施設の店舗名は、 

４ページに掲載 
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②日常の買い物に関するアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

【回答者の属性】           ※太字・下線：他地区と比べて傾向がみられる点 

・世帯構成は、単身又は夫婦のみが 62.3%を占めている。 

・自動車の運転頻度は、月 2回以上が 71.7%を占めており、5地区の中で最も高い。 

【買物不便地域に居住する高齢者の買い物の状況】 

・主な移動手段は、自動車（83.0％）が高く、5地区の中でも最も高い。そのほかの手

段は 1割未満である。 

・主に利用する店舗やサービスは、スーパー等（98.１%）が最も高く、そのほか、コ

ンビニ（43.4%）、共同購入・宅配（24.5%）が高くなっている。スーパー等及びコ

ンビニは 5地区の中で最も高い。具体的な利用店舗等は、地区内に立地するフード

D、他地区の生協のほか、札幌市に立地するスーパー等の利用が多くあげられている。 

【日常の買い物について感じていること】 

・不便を感じている方は 28.3%である。 

・不便だと感じていることは、徒歩や自転車で行ける範囲にお店がないこと（66.7%）

が最も高い。そのほか、店舗で購入した重たい荷物を持ち帰る（33.3%）、希望して

いる商品が購入しにくい（26.7%）が高くなっている。 

【現在又は将来に希望するサービスや支援】 

・店舗宅配サービス（22.6％）、電話等注文宅配サービス（22.6%）が最も高く、その

ほか、お店の情報提供（18.9％）、近所で買い物できる場（18.9％）が高くなってい

る。電話等注文宅配サービスは、5地区の中で最も高くなっている。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③西の里地区における買物不便者支援の取組方策 

商業施設が少ないものの、エリアが狭いため買物不便地域は少ない。一方で、スーパー等

から離れているエリアが多く、また、自動車を運転する頻度が 5地区の中で最も高いことか

ら、将来的に増加することが考えられる地区である。また、札幌市に隣接し、他の地区から

比較的離れていることも特徴の一つである。 

「宅配サービス」（店舗・電話注文等）のニーズが高いことから、店舗と連携し、買い物

サービスや店舗マップ等を掲載したガイドブックの作成、サービスに関する講習会の開催な

どに取り組み、既存サービスの利用を促進することが考えられる。 

また、「近所で買い物できる場」については、移動販売や臨時出店が考えられるものの、

比較的人口が少ない地区であることを考慮し、検討することが必要である。 

取組にあたっては、市内店舗を中心に、地区に隣接する札幌市の店舗についても検討の対

象に含めることが考えられる。  

自動車の運転頻度が全市よりも高く、現時点で買い物に不便を感じている方は

少ない。一方で、近くにお店がないことに不便を感じており、現在または将来に宅

配サービスのニーズが多くみられる。 
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（５）北広島団地地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 北広島団地地区  

 

①現状 

 

 

 

 

 

 

 

・JR北広島駅周辺の中心部などに、商業施設が 7件（スーパー等 3件、コンビニ 4件）が

立地している。 

・近年、山手町に移動販売形態で出店していた店舗（ショッピングきたひろ山手店）が 1

件閉店し、南側はコンビニのみになっているほか、スーパー等から 500m以上離れてい

るエリアが地区の多くを占めている。 

・買物不便者数は約 2,900 人で 5 地区の中で最も多く、全市における買物不便者数の約 5

割、地区における 65歳以上人口の約 4割を占めている。 

 

JR北広島駅周辺にはスーパー等の商業施設が多く立地しているものの、地区の

多くは買物不便地域、またはスーパー等から離れているエリアとなっている。 

平成 30（2018）年、南側に臨時出店していた店舗が撤退し、地区南側における

居住者の買い物利便性が大きく低下していると考えられる。 

買物不便者数は、全市の約 5割を占めている。 

※商業施設の店舗名は、 

４ページに掲載 

番号 買物不便地域

1、2 青葉町（3、4丁目）

3 泉町（4丁目）

4、5 広葉町（3、4丁目）

6、7 里見町（2、7丁目）

8 白樺町（3丁目）

9～12 松葉町（1～4丁目）

13～15 南町（1～3丁目）

16～23 山手町（1～8丁目）

24～26 緑陽町（1～3丁目）

27～29 若葉町（2～4丁目）
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【回答者の属性】           ※太字・下線：他地区と比べて傾向がみられる点 

・世帯構成は、単身又は夫婦のみが 66.2%を占めている。 

・自動車の運転頻度は、月 2回以上が 54.2%を占めているが、5地区の中で最も低い。 

【買物不便地域に居住する高齢者の買い物の状況】 

・主な移動手段は、自動車（62.8％）が最も高く、そのほか、バス（10..5%）、徒歩

（10.0%）となっている。5地区の中で自動車は最も低く、バスは最も高い。 

・主に利用する店舗やサービスは、スーパー等（92.5%）、共同購入・宅配（39.5%）、

コンビニ（31.4%）が多い。具体的な利用店舗等は、地区内に立地する生協、東光ス

トアのほか、東部地区に立地するマックスバリュの利用が多くみられる。 

【日常の買い物について感じていること】 

・不便を感じている方は 31.0%で、5地区の中で 2番目に高い。 

・不便だと感じていることは、徒歩や自転車で行ける範囲にお店がないこと（67.6%）

が最も高く、そのほか、店舗で購入した重たい荷物を持ち帰ること（42.5%）、希望

している商品が購入しにくいこと（29.7%）が高い。 

【現在又は将来に希望するサービスや支援】 

・バス・タクシー運賃割引（27.3%）、近所で買い物できる場（27.0%）、店舗宅配サ

ービス（23.2％）が高い。5地区の中で、バス・タクシー割引は最も高く、近所で買

い物できる場は 2番目に高い。 

 

②日常の買い物に関するアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③北広島団地地区における買物不便者支援の取組方策 

買物不便地域が広く、高齢者の自動車運転頻度が比較的低いことなどを背景に、不便を感

じている方の割合が比較的高く、また、地区人口が多く、高齢化率が高いことから、今後も

さらに買物不便者が増えることが考えられる地区である。 

バス利用者の割合が比較的高く、ニーズが高い「バス・タクシー運賃割引」については、

関連部署等と連携し、より具体的なニーズを把握するなど、中長期的な検討が必要である。 

「店舗宅配サービス」については、店舗と連携し、買い物サービスや店舗マップ等を掲載

したガイドブックの作成、サービスに関する講習会の開催などに取り組み、既存サービスの

利用を促進することが考えられる。 

また、「近場で買い物できる場」については、隣接する東部地区も踏まえ、効率よく移動

販売車を巡回できるようなルート設定や販売場所の検討を行うことなどが考えられる。 

 

 

自動車の利用頻度が比較的低く、バスや徒歩で買い物をする方の割合が高い。 

不便を感じている方の割合や、近くにお店がないことを不便に感じている方の

割合が他地区と比べて高くなっており、バス・タクシーの運賃割引、近所で買い

物できる場、店舗宅配サービスのニーズが高い。 
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（６）西部地区 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 西部地区 

 

 

 

番号 買物不便地域

1～3 希望ヶ丘（2、4、5丁目）

4 輪厚

① 現状 

 

 

 

 

 

・国道 36 号沿いにコンビニが立地しているものの、スーパー等は立地しておらず、5 地区

の中で商業施設が最も少ない。 

・買物不便者数は約 280 人で 5 地区の中で 2 番目に少なく、全市における買物不便者の 1

割未満であるが、地区における 65歳以上人口の約 3割を占めている。 

商業施設はコンビニのみで、5地区の中で最も少ない。 

買物不便者数は全市の 1割未満であるが、地区の 65歳以上人口の約 3割を占

めている。 

※商業施設の店舗名は、 

４ページに掲載 
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②日常の買い物に関するアンケート調査結果 

 

 

 

 

 

【回答者の属性】           ※太字・下線：他地区と比べて傾向がみられる点 

・世帯構成は、単身又は夫婦のみが 61.0%を占めている。 

・自動車の運転頻度は、月 2回以上が 64.6%を占めている。 

【買物不便地域に居住する高齢者の買い物の状況】 

・主な移動手段は、自動車（90.2％）が多く、5地区の中で最も高い。そのほかの手段

は 1割未満となっている。 

・主に利用する店舗やサービスは、スーパー等（92.7%）最も高く、そのほかコンビニ

（52.4%）、共同購入・宅配（32.9%）が高い。具体的な利用店舗等は、他地区のア

ークス、産直生鮮市場、生協などが多くあげられている。 

【日常の買い物について感じていること】 

・不便を感じている方は 50.0%で、5地区の中で最も高い。 

・不便だと感じていることは、徒歩や自転車で行ける範囲にお店がないこと（90.2%）、

店舗から駅・バス停まで遠いこと（29.3％）が高く、いずれも 5地区の中でも最も

高い。そのほか、店舗で購入した重たい荷物を持ち帰ること（24.4%）が高い。 

【現在又は将来に希望するサービスや支援】 

・現在または将来に希望するサービスや支援は、近所で買い物できる場（42.7%）が最

も高く、5地区の中でも最も高い。そのほか、バス・タクシーの運賃割引（29.3％）、

店舗宅配サービス（20.7%）、乗り合いタクシー（20.7%）が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③西部地区における買物不便者支援の取組方策 

地区人口が 5地区の中で最も少なく、高齢化率が低いことから、買物不便者は今後大きく

は増加しないと考えられる。一方で商業施設が少なく、65歳以上人口に占める買物不便者

の割合及び不便を感じている方の割合が高いことを踏まえた取組が必要な地区である。 

特にニーズが高い「近所で買い物できる場」については、移動販売や臨時出店が考えられ

るものの、比較的人口が少ない地区であることを考慮し例えば、近隣の大曲地区と併せて、

効率よく巡回できるようなルートの設定や、販売場所の検討を行うことなどが考えられる。 

また、移動に関する「バス・タクシーの運賃割引」「乗り合いタクシー」については、関

連部署等と連携し、より具体的なニーズを把握するなど、中長期的な検討が必要である。 

「店舗宅配サービス」については、店舗と連携し、買い物サービスや店舗マップ等を掲載

したガイドブックの作成、サービスに関する講習会の開催などに取り組み、既存サービスの

利用を促進することが考えられる。取組にあたっては、市内店舗を中心に、地区に隣接する

札幌市の店舗についても検討の対象に含めることが考えられる。 

不便に感じている方の大半が、近くにお店がないことに不便を感じており、近

くで買い物できる場や、移動に関する支援（バス・タクシーの運賃割引、乗り合

いタクシー）、店舗宅配サービスのニーズが高くなっている。 


